
法政大学大学院の歴史と伝統

1951 昭和26年
●人文科学研究科に
哲学・日本文学・英
文学専攻、社会科学
研究科に経済学専攻
の修士課程を開設

1953 昭和28年
●人文科学研究科
に地理学専攻（夜
間）の修士課程を増
設。大学院専用校舎
53年館竣工

1955 昭和30年
●哲学・日本文学・
英文学・日本史学・
地理学専攻、経済
学・私法学専攻に博
士後期課程を開設

1956 昭和31年
●社会科学研究科
に政治学専攻・修
士課程を増設

1954 昭和29年
●国史学専攻を日
本史学専攻に変更

1958 昭和33年
●政治学専攻に博
士後期課程を増設

1964 昭和39年
●社会科学研究科
に社会学専攻・修
士課程を増設

1965 昭和40年
●工学研究科を設置
し、修士課程に機械
工学・電気工学・建
設工学専攻を開設

1966 昭和41年
●社会学専攻に博
士後期課程を増設

1968 昭和43年
●工学研究科電気
工学専攻に博士後
期課程を増設

1985 昭和60年
●工学部大学院棟竣工

1986 昭和61年
●工学研究科機械
工学・建設工学専攻
に博士後期課程を
増設

1987 昭和62年
●工学研究科にシ
ステム工学専攻・修
士課程を増設

1989 平成元年
●工学研究科シス
テム工学専攻に博
士後期課程を増設

1991 平成3年
●私法学専攻を法律
学専攻へ名称変更

1992 平成4年
●経営学専攻を経済学専攻から分離独立
させ、経営学専攻に修士・博士後期課程
を開設。経済学・経営学専攻の修士課程
で昼夜開講制を実施。大学院専用棟92年
館（現大学院棟）竣工

1952 昭和27年
●人文科学研究科
に国史学専攻（夜
間）と社会科学研究
科に私法学専攻の
修士課程を増設

2006 平成18年
●国際文化研究科国
際文化専攻を人文科
学研究科から改組
●人文科学研究科心
理学専攻を増設

2008 平成20年
●政策創造研究科政
策創造専攻を開設

2010 平成22年
●政治学研究科に国際政
治学専攻を、工学研究科に
生命機能学専攻を増設。工
学研究科建設工学専攻・
システムデザイン研究科を
改組し、デザイン工学研究
科に建築学専攻、都市環
境デザイン工学専攻、シス
テムデザイン専攻を設置

2011 平成23年
●国際日本学インス
ティテュートが改組
転換の上、人文科学
研究科に設置。人文
科学研究科日本史学
専攻を史学専攻へ名
称変更

2012 平成24年
●政治学（夜）、政策
科学、環境マネジメ
ント、政策創造政治・
行政プログラムの4研
究科が統合、公共政
策研究科として開
設。工学研究科生命
機能学専攻内に植物
医科学領域を設置

2013 平成25年
●工学研究科から理工学研
究科へ改組（機械工学専
攻、電気電子工学専攻、応
用情報工学専攻、システム
工学専攻、応用化学専攻、
生命機能学専攻）。経営学
研究科から独立し、キャリア
デザイン学研究科キャリア
デザイン学専攻として開設

2015 平成27年
●連帯社会インス
ティテュート開設

2016 平成28年
●スポーツ健康学
研究科開設
●公共政策研究科
にサステイナビリ
ティ学専攻開設
●理工学研究科・情
報科学研究科に横
断型大学院プログラ
ム（IIST）開設

2017 平成29年
●経済学専攻に1年
制修士課程を開設

1995 平成7年
●経営学専攻・博
士後期課程で昼夜
開講制を実施

1998 平成10年
●法律学専攻・修士
課程に法曹コースを
開設し、従来のもの
を研究コースとし
た。政治学専攻・修
士課程で昼夜開講
制を実施

2000 平成12年
●工学研究科に物質化
学・情報電子工学専攻の
修士・博士後期課程を増
設。電気工学専攻・修士課
程に1年制のITプロフェッ
ショナルコースを開設
●人文科学研究科・全専
攻修士課程で昼夜開講制
を実施

2001 平成13年
●社会科学研究科
に政策科学専攻（昼
夜開講制）修士・博
士後期課程を増設

2002 平成14年
●人間社会研究科
および情報科学研
究科（ともに修士・
博士後期課程）を
開設

2003 平成15年
●社会科学研究科環
境マネジメント専攻
修士課程および国際
日本学インスティ
テュートを増設。社
会科学研究科経済学
専攻・博士後期課程
で昼夜開講制を実施

2004 平成16年
●法務研究科、イノベーション・マ
ネジメント研究科、人文科学研究科
国際文化専攻を増設。経済学研究
科経済学専攻、法学研究科法律学
専攻、政治学研究科政治学専攻、
社会学研究科社会学専攻、政策科
学研究科政策科学専攻、環境マネ
ジメント研究科環境マネジメント専
攻を社会科学研究科から独立改組

2005 平成17年
●経営学研究科
キャリアデザイン学
専攻、システムデザ
イン研究科システ
ムデザイン専攻、イ
ノベーション・マネ
ジメント研究科アカ
ウンティング専攻を
増設

自由を生き抜く実践知
時代が大きく変動し、社会問題が複雑化している現代。

その解決をめざすために、より高度な知性が求められています。

法政大学大学院は、1951 年から半世紀以上にわたり、「社会に開かれた大学院」を特色として打ち出し、

時代のニーズに応えるべく、研究者養成から高度専門職業人養成まで、

それぞれの目標に適した教育・研究を行い、今もなお、進化を続けています。

　「自由を生き抜く実践知」―これは法政大

学に学ぶ学生たちが、それぞれの学びの場で

何を追求するかを言葉に表した、いわば「ブ

ランディング・ワード」です。「ブランド」と

は、「社会との約束」という意味です。

　法政大学は、真に自由な思考と行動を貫き

通す自立した市民を育てることを、教育の目

標としています。「市民」にはさまざまな意

味がありますが、ここでは、私的な利害や消

費への関心だけでなく、社会と自分との関係

を見据えることのできる人、そして国を超え

て地域社会および世界の多様な人びとを視

野に入れることのできる人、と捉えています。

　大学院は専門的な教育と研究を行う組織

ですが、専門のみに精通して市民としての判

断力をもたないことは、ときに社会に対する

害となります。人格と視野の広さと専門的知

識・技能がともに備わることで、「人格なき

学識」「人間性なき科学」に陥ることなく生き

ることが可能になるのではないでしょうか。

「自由を生き抜く」とは、研究から喜びを得る

ことで権力や利害や既成概念からも自由で

あり続け、研究者であるとともに、健全な市

民として生きることです。

　「実践知」とはギリシャ哲学の「フロネシス、

プロネーシス」と名付けられた知で、社会的な

価値に向かって、現場において適切に判断す

る力です。社会に開かれた法政大学の大学院

でこそ、実践知を身に付けることができます。

　法政大学大学院は、1951 年から 65 年間に

わたり、先進的な大学院教育を続けてきまし

た。最初は２研究科４専攻であった大学院も、

現在では15研究科31専攻３インスティテュー

トを有しています。変化する時代に対応し、

新しい研究領域を開拓しながら、社会にそれ

を開いてきたからです。設立の翌年には夜間

の修士課程ができ、1995 年にはわが国最初

の夜間博士後期課程を開設し、研究者養成か

ら高度専門職業人養成まで幅広い教育を行

うなど、社会人のための大学院として長い歴

史をもっています。現在は「スーパー・グロー

バル大学創成支援」に採択された大学として、

多くの留学生とともに学ぶ大学院にもなって

います。

　法政大学の大学院は活気ある議論を行う

伝統からも、あらゆる市民が集い、思考力を

鍛える格好の場であるといえるでしょう。ぜ

ひ「自由という広場」法政大学で存分に能力

を高め、それをキャリアにつなげ、実践知をもっ

て社会に貢献してください。
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法政大学総長

田中 優子

法政大学は、近代社会の黎明期にあって、

権利の意識にめざめ、法律の知識を求める

多くの市井の人びとのために、

無名の若者たちによって設立されました。

校歌に謳うよき師よき友が集い、

人びとの権利を重んじ、多様性を認めあう「自由な学風」と、

なにものにもとらわれることなく公正な社会の実現をめざす

「進取の気象」 とを、育んできました。

建学以来のこの精神を受け継ぎ、

地球社会の課題解決に貢献することこそが、本学の使命です。

その使命を全うすべく、

多様な視点と先見性をそなえた研究に取り組むとともに、

社会や人のために、真に自由な思考と行動を貫きとおす

自立した市民を輩出します。

地域から世界まで、あらゆる立場の人びとへの共感に基づく

健全な批判精神をもち、

社会の課題解決につながる「実践知」を創出しつづけ、

世界のどこでも生き抜く力を有する

あまたの卒業生たちと力を合わせて、

法政大学は持続可能な社会の未来に貢献します。
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